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第１部 序論 

第１章 後期基本計画の策定にあたって 
 

１ 計画策定の趣旨 

 

本市では、平成１９年度から平成２８年度を計画期間とする笠間市総合計画に 

掲げた将来像「住みよいまち 訪れてよいまち 笠間 ～みんなで創る 文化交流 

都市～」の実現を目指し、様々な取り組みを進めてきました。 

しかし、近年、我が国の社会経済情勢は、少子高齢社会の進展、グローバル 

社 会 やユビキタスネットワーク社 会 の到 来 、さらには、地 球 規 模 での環 境 

問題の深刻化など急激な変化を遂げており、市民生活をはじめとする地域社会 

にさまざまな影響を及ぼしています。  

また、現在、地域主権戦略会議を中心に、地域の住民一人ひとりが自ら考え、 

主体的に行動し、その行動と選択に責任を負う「地域主権」の確立を目指した 

取り組みとして地域主権改革が推進されています。その中で、地方自治体は、自 

らの判断と責任により地域の実情に沿った施策を展開していくことが求められてお 

り、特色を生かした活力ある豊かな地域社会づくりを進めていくことは、より重要 

なものとなります。 

さらに、平 成 ２３年 ３月 １１日 に発 生 した三 陸 沖 を震 源 とする東 日 本 

大震災では、大規模地震・津波によって多くの尊い命が失われました。このような 

状況の中、地域の絆の重要性を再認識するとともに、より安心・安全社会の意識 

が高まっています。 

以上のことから、市民が将来にわたり安心して暮らし続け、次代に継承できるま 

ちづくりを進めるためには、社会経済情勢を的確に把握し、本市の持つ個性溢れ 

る魅力を高めていく、中期的なまちづくりビジョンが必要となります。 

           そのため、市民と行政の協働により計画的にまちづくりを進めるための指針とし 

て、ここに笠間市総合計画後期基本計画を策定するものです。 
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２ 計画の構成と期間 

 

    本計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の三層で構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            基本計画の施策を推進するための事業計画となる 

ものです。 

       計画期間は、３年間（毎年ローリング）を基本とし、社 

会経済情勢の変化に柔軟に対応しながら実施して 

いくものです。 

基本構想に定める「施策の大綱」に即し、より具体 

的な施策の内容を示すものです。前期計画期間 

を平成１９年度から平成２３年度までの５年間とし、 

後期計画期間を平成２４年度から平成２８年度まで 

の５年間とします。 

目指すべき将来像を実現するための「施策の大綱」 

により、政策を定めるもので、市民と行政のまち 

づくりの基本的な指針となるものです。 

                        計画期間は平成１９年度から平成２８年度の１０年間と 

します。 

前期基本計画 後期基本計画 

実施計画 
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第２章 後期基本計画策定の視点 

１ 笠間市を取り巻く背景 

近年、人口減少や少子高齢化の進展とともに、地域主権改革が推進されるなど社会構造が大き

な転換期を向かえています。また、国内観測史上最大となる東日本大震災の発生は、国内外に多大

な影響を及ぼしています。このような中、後期基本計画期間となる今後の５年間は極めて重要な期間

であり、本市の個性を有効に活用し、本市の魅力を高めていく視点や社会経済情勢を的確に把握し、

柔軟に対応していく視点が必要となります。 

①人口構造の変化 

我が国の総人口は、平成１６年の１億２，７７７万人をピークに、平成１７年には、明治３２年に人口動態

の統計をとり始めて以来、初めて総人口が減少に転じ、出生数１０６万人、合計特殊出生率は１．２６と、

いずれも過去最低を記録しました。また、６５歳以上の高齢者人口は、過去最高の２，５６０万人となり、

総人口に占める割合も２０．０４％と、初めて２０％を超え、深刻な社会問題となっています。 

本市においても、総人口が平成１７年以降減少に転じるとともに、平成１２年には、年少人口の総人 

口に占める割合が高齢者人口の総人口に占める割合を上回り、さらには、生産年齢人口が減少す

るなど人口構造に大きな変化が 

生じており、深刻な影響を与える 
笠間市の人口総数の推移と３層人口割合

0
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12.7%

63.4%

ことが懸念されています。 

今後は、安心して子どもを 

産み育てる社会環境の整備や 

高齢者の社会参加、これまで 

培ってきた知識・技術・能力・ 

経験を生かした就業などさま 

ざまな分野で少子高齢化の流 

れを変えるため施策の展開が 

求められています。 

②地域主権改革の推進 

現在、｢地域主権戦略会議」を中心に地域主権改革の推進に向け、さまざまな取り組みが進められ

ています。本改革は、国が地方に優越する上下の関係から対等なパートナーシップの関係へと根本的

に転換するものであり、住民に身近な行政は、地方公共団体が自主的かつ総合的に広く担うようにす

るとともに、地域住民が自らの判断と責任において地域の諸課題に取り組むことができるようにする

ためとされています。このような中、平成２３年４月の国会において「第一次一括法（地域の自主性及び

自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律）」「国と地方の協議

の場に関する法律」「地方自治法の一部改正」の地域主権関連 3 法が成立しました。この３法成立に

より地域主権改革は，事実上の出発点に立つこととなります。 
今後は、本市の特性を活かした施策を展開するための財源確保に努めるとともに、広域的な連携

を視野に入れた、独自性・自立性あるまちづくりを進めていくことが必要となります。 
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③東日本大震災の影響 

平成２３年３月１１日に発生した三陸沖を震源とするマグニチュード９．０の国内観測史上最大の地

震により、多くの尊い命が失われました。マグニチュード９．０という強い揺れは、巨大地震のみならず、

大規模津波、原子力発電所事故、電力供給の制約、経済的影響等広い範囲で様々な被害を引き

起こしており、近年の先進国では類例のない大規模災害となっています。 

本市においても、人的被害をはじめ、住宅や店舗、公共公益施設、さらには、重要な歴史的文化

財等にも甚大な被害が発生しました。また、間接的被害として、福島第一原子力発電所事故による

風評被害や日々の生活を送るうえでの不安や悩みなど精神面での問題等震災が与えた影響は計

り知れないものとなっており、多くの市民が一日も早い復興を願うとともに、災害に強いまちづくりを

望んでいます。 

今後は，国が定める「東日本大震災復興基本法」及び「基本方針」に基づいた中期的な展望によ

る復旧・復興を目指す取り組みが求められています。 

 

 

 

④行財政の状況 

我が国の経済は，世界同時不況の影響を受けた景気後退から自律的回復に向けた動きが見

られていたものの、失業率は依然として高水準にあり、回復基調は足踏み状態となっています。 

この経済情勢を踏まえた地方財政計画の策定や地域主権改革関連法案の成立、社会保障

制度の抜本的な見直しなど国の動向によっては、今後の地方財政運営に少なからず影響を及ぼ

すことが予想されます。また、茨城県では、一般財源の大幅な減少等依然として厳しい状況が続

いており、健全な財政構造の確立を図るため、抜本的な行財政改革に取り組んでいるところで

す。 

本市においても、人口減少や人口構造の変化による税収等の一般財源の減少や、扶助費な 

どの義務的経費の増大、さらには東日本大震災による突発的な災害復旧・復興経費の発生な

ど、今後の財政運営に多大な影響を及ぼすことが懸念されています。 

今後は，限りある行財政資源を有効に活用しながら独自性・自立性の高いまちづくりを進めて

いくため、行政評価制度を活用し、施策の達成度を測りながら、事業の有効性等について精査・

検証を実施し、選択と集中の視点により行政活動を推進していくことが必要となります。 
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２ 市民意識の動向 

 
     後期基本計画の策定にあたり、市民意識の動向を的確に把握し、施策の展開へ 

反映していくとともに、市民のまちづくりへの参加機会を創出するため市民アンケー 

トを実施しました。 

      

○ 調査地域 ・・・・・・ 笠間市全域 

              ○ 対 象 者 ・・・・・・ 市内に居住する満１８歳以上の男女 

              ○ 対象者数 ・・・・・・ ２，０００人 

              ○ 抽出方法 ・・・・・・ 無作為抽出 

Q 笠間市の住みやすさについてどう思いますか？ 

無回答
2.6%

どちらとも
いえない
15.7%

住みにくい
2.5%

やや住みにく
い

9.0%
まあまあ

住みやすい
47.1%

住み
やすい
23.2%

 

Q 今後とも笠間市に住み続けたいと思いますか？ 

無回答
2.5%

わからない
14.0%

市外に
移り住みたい

8.5%

住み
続けたい
70.9%

市内の別の地
区に住みたい

4.1%

 

■アンケート調査では、多くの市民が、豊かな自然や風土に育まれた地域に対する愛着などを理由に

「住みやすい」「住み続けたい」と感じている結果となりました。 
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Q 今後、まちづくりにおいてどの分野の重要度が高いと思いますか？ 

Q 各分野におけるあなたの満足度についてお答えください。 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  ■アンケート調査では、保健・医療、産業分野など、近年の不安定な社会経済情勢を背景とする分野の充実

を望んでいる結果となりました。 

施策の充実が最も求められている分野 

 

 
 
 
 

 

保健・福祉分野 

■施策 

社会保障、子ども・子育て支援、少子化対策、 

保健・医療、地域福祉、高齢者福祉、 

障害者福祉など 

産業分野 

■施策 

雇用労働環境、商業、工業、観光、農林業、 

グリーンツーリズム、地場産業、など 

国際化

住宅等整備
人権・男女共同参画

地域間交流

地域活動・住民参加農村と都市の交流
スポーツ・余暇活動

まちづくりに参加する環境
(協働のまちづくり)

河川等整備

消費者行政
広域行政

地場産業

青少年育成公園・緑地
地域福祉活動

市街地整備
自然環境農林業

工業 ひとり親家庭
低所得者福祉

土地利用 環境保全

観光業
効率的行財政

公共交通

少子化

雇用環境

社会保障

児童福祉

高齢者福祉 学校教育

防犯・交通安全

消防・防災

保健・医療

商業
生活道路

ごみ処理

歴史・文化・祭り

生涯学習

し尿処理

広報・広聴・情報公開

上水道

幹線道路

市役所等の利用しやすさ
障害者福祉

幼児教育

街並・景観
下水道

職員の対応

0.20

0.78

1.36

重要度・満足度の散布図 

施
策
及
び
実
施
水
準
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

施
策
の
充
実
が
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る

重
要
度

(平均)
施
策
の
実
施
水
準
が
評
価
さ
れ
て
い
る

施
策
の
充
実
を
少
し
求
め
ら
れ
て
い
る

満足度

-0.81 -0.11 0.59(平均)
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